
   

③床構造の配置方法(DB4.1.1.3 H15/03/11） 
任意軸を境界に含んだ床構造と、任意軸を境界に含まない床構造では配置の方法に相違があります。 
 
 

任意軸を境界にもつスラブ
※床構造傾斜機能を使うこ
とはできません。

床構造の図化
入力
(対P170)

床、床構造の
任意配置
(対P169)

任意軸を含まないスラブ

床構造の配置
(対P165)
床構造の傾斜
(対166)

床構造の図化入力
(対P170)
傾斜ボタン利用可

相互に編集可 相互に編集可  

また、｢床、床構造任意配置｣では、床構造の方向を下記の様に第一節点→最終節点のベクトルの方向で決定し

ます。 
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また、任意軸の有無に関わらず BUS3VER1.0 では下記のような凹部があるスラブ形状は、対応しておりませ
ん。(入力ができることがありますのでご注意ください。) 

 
※任意軸の追加の操作方法は操作編 P86~87、床構造の図化入力の操作方法は操作編 P104~106に記載してござ
います。


